
件   名 職員の育児休業等に関する条例等の一部を改正する条例 

根拠法令等 地方公務員の育児休業等に関する法律の一部を改正する法律（令和７年法律第５号） 

【改正の概要】 

１ 改正動機 

地方公務員の育児休業等に関する法律の一部を改正する法律（令和７年法律第５号）の一部が改正

されることに伴い、所要の条例改正を行うもの 

 

２ 改正内容 

部分休業制度の拡充 

（１）取得形態の追加 

 ①現 行：１日につき２時間を超えない範囲内 

 ②追 加：各年度で10日相当（１日単位での取得も可） 

常勤職員：77時間30分（7時間45分×10日） 

非常勤職員：1日当たりの勤務時間×10日 

 ※職員は上記①、②のいずれかを選択して取得可能 

（２）取得可能な時間帯の変更 

①現 行：１日２時間を超えない範囲で勤務時間の始め又は終わりのみ 

②変 更：取得する時間帯に制約は設けない。 

 

３ 改正対象の条例 

 ＜本則改正＞ 

 ・職員の育児休業等に関する条例  

 ・技能労務職員の給与の種類及び基準を定める条例 

 ・愛媛県企業職員の給与の種類及び基準に関する条例 

 

施 行 日 令和７年１0月１日 

 


